
あ
れ
か
ら
３
年
。

福
島
第
一・
第
二
原
子
力
発
電
所
を
訪
ね
て

エコル
ー
ツ
紀
行

東
京
大
学 

客
員
准
教
授 

松
本
真
由
美

3334

　

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
津
波
に
よ
り
全
電
源
を
喪

失
し
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
は

起
き
た
。
国
際
原
子
力
事
象
評
価
尺
度
の
「
レ
ベ
ル

７
」（
深
刻
な
事
故
）と
評
価
さ
れ
、世
界
中
の
メ
デ
ィ

ア
で
報
道
さ
れ
た
。

　

あ
れ
か
ら
三
年
、
福
島
第
一
そ
し
て
事
故
を
免
れ

た
福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
は
ど
の
よ
う
な
状
況
な

の
だ
ろ
う
か
。
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
現
地
の
状
況
は

断
片
的
に
伝
わ
っ
て
く
る
が
、
実
際
に
自
分
の
目
で

確
認
し
た
か
っ
た
。
例
年
に
な
く
大
雪
と
な
っ
た
二

月
上
旬
の
あ
る
日
、
こ
の
地
を
訪
ね
た
。
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部
屋
の
中
心
に
あ
る
円
卓
に
は
一
二
グ
ル
ー
プ
の
班
長
が
座
り
、

昼
は
二
〇
〇
人
、
夜
も
七
〇
〜
八
〇
人
が
詰
め
、
二
四
時
間
責
任

者
が
常
に
現
場
に
居
て
指
示
を
出
す
体
制
を
取
っ
て
い
る
。

車
中
か
ら
見
た
１
～
４
号
機

　

１
〜
４
号
機
を
車
中
か
ら
見
て
回
っ
た
。

　

震
災
時
は
定
期
検
査
中
で
、
水
素
爆
発
は
起
き
た
も
の
の
炉
心

に
燃
料
が
な
か
っ
た
た
め
、
炉
心
損
傷
を
免
れ
た
４
号
機
。
建
屋

上
部
に
あ
る
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
か
ら
燃
料
を
取
り
出
す
た
め
、

鉄
骨
が
組
ま
れ
上
部
に
は
燃
料
取
り
出
し
用
カ
バ
ー
が
設
置
さ
れ

て
い
る
。
昨
年
一
一
月
か
ら
使
用
済
燃
料
一
五
三
三
体
の
取
り
出

し
を
始
め
、
既
に
約
四
分
の
一
が
地
上
の
共
用
プ
ー
ル
に
移
さ
れ

た
。
作
業
は
順
調
で
今
年
末
ま
で
に
は
移
し
終
え
る
見
込
み
だ
。

　

１
〜
３
号
機
は
い
ず
れ
も
炉
心
を
損
傷
し
た
も
の
の
、
現
在
、

安
定
的
に
冷
温
停
止
状
態
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
溶
け
落

ち
た
燃
料
（
燃
料
デ
ブ
リ
）
の
取
り
出
し
と
い
う
、
よ
り
困
難
な

作
業
が
待
ち
受
け
て
い
る
。
実
際
、
水
素
爆
発
を
起
こ
し
た
１
号

機
は
放
射
性
物
質
の
飛
散
を
防
ぐ
カ
バ
ー
で
覆
わ
れ
た
ま
ま
だ
し
、

２
号
機
建
屋
は
一
見
損
傷
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
な
い
が
、
炉
内

に
燃
料
が
溶
け
出
し
て
い
る
点
は
同
じ
。
３
号
機
の
周
辺
は
線
量

が
最
も
高
く
、
車
の
速
度
を
上
げ
て
走
り
過
ぎ
た
。

　

今
も
事
故
の
爪
痕
は
残
る
が
、
敷
地
内
の
が
れ
き
は
想
像
以
上

に
撤
去
さ
れ
、
事
故
以
来
徐
々
に
落
ち
着
き
、
環
境
が
整
っ
て
き

て
い
る
様
子
が
窺
え
た
。

▲Jヴィレッジ内のレストラン ハーフ
タイム。サッカー日本代表の帯同
シェフ・西 芳照さんがシェフを務め、
ランチタイムは一般の人も利用が
できる
◀サッカー日本代表が練習に使用
したJヴィレッジのピッチは駐車場
になっている

福島第一原子力発電所の南・20kmにあるJヴィレッジ（写真上）。もとはサッ
カーのナショナルトレーニングセンターで、事故以降、事故収束のための前
線・中継基地として使用されてきたが、13年6月末に入退域管理機能を発電
所に移した。このため、Jヴィレッジで防護服姿の人を見かけることはなくなっ
ている。東京電力は18年をメドにサッカー施設として使用再開できるように
するという。Ｊヴィレッジから発電所へは専用バスが出ている。

　
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
か
ら
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
へ

　

い
わ
き
市
か
ら
三
〇
分
ほ
ど
車
を
走
ら
せ
、Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ（
楢

葉
町
）
に
昼
頃
到
着
。
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
で
は
こ
れ
ま
で
多
く
の
作

業
員
が
寝
泊
ま
り
し
な
が
ら
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
（
大
熊
町
、

双
葉
町
）
と
の
間
を
往
復
し
て
い
た
。
発
電
所
で
は
事
故
直
後
に

比
べ
三
分
の
一
程
度
に
放
射
線
量
が
落
ち
、
昨
年
六
月
以
降
は
発

電
所
近
傍
に
着
替
え
用
の
施
設
が
で
き
た
。

　

福
島
第
一
の
敷
地
内
の
見
学
は
、
マ
ス
ク
と
透
明
の
靴
カ
バ
ー
、

線
量
計
の
軽
装
で
良
い
が
、
被
曝
線
量
の
抑
制
の
た
め
移
動
車
両

か
ら
外
に
出
な
い
な
ど
行
動
は
制
限
さ
れ
る
と
の
説
明
を
受
け
、

改
め
て
事
態
の
厳
し
さ
を
意
識
し
た
。
現
場
で
は
三
〇
〇
〇
〜

四
〇
〇
〇
人
の
作
業
員
が
日
夜
作
業
を
続
け
て
い
る
が
、
原
子
炉

建
屋
内
の
多
く
は
ま
だ
放
射
線
量
が
高
い
状
況
で
あ
る
。

免
震
重
要
棟
で
の
臨
戦
態
勢

　

福
島
第
一
１
〜
４
号
機
の
原
子
炉
や
汚
染
水
な
ど
の
状
態
を
監

視
し
て
い
る
免
震
重
要
棟
内
の
緊
急
時
対
策
室
へ
案
内
さ
れ
た
。

　

小
野
明
所
長
は
壁
面
に
並
ぶ
モ
ニ
タ
ー
画
面
を
指
さ
し
、「
福

島
第
二
原
子
力
発
電
所
、
東
京
電
力
本
店
の
災
害
対
策
本
部
、
オ

フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
等
、
必
要
な
情
報
は
マ
イ
ク
を
使
っ
て
一
斉

に
八
カ
所
に
つ
な
が
る
よ
う
情
報
共
有
し
て
い
ま
す
」。
事
故
当

時
の
Ｔ
Ｖ
会
議
映
像
が
公
開
さ
れ
て
い
る
が
、
対
策
室
内
は
当
時

の
騒
然
と
し
た
状
況
と
は
異
な
り
、
整
然
と
し
た
雰
囲
気
だ
。

▼まずは予備知識として概要説明をいただく

▲13年8月、避難指示解
除準備区域内に初めてオー
プンした楢葉町のコンビニ

▶免震重要棟内の緊急時対策室
で話を聞く

▼線量計で数値を確認しながら
車を走らせる

▲免震重要棟 ▲帰還困難区域入口の検問

東日本大震災で過酷事故に至った福島第一原子力発電所。小野所長（写
真上）によれば、現在、1〜3号機は安定的に冷温停止状態を維持しており、
4号機は13年11月、使用済燃料プールから燃料取り出しを開始、廃止措
置に向けた中長期ロードマップの第2期（〜21年）に入っているという。汚
染水については浄化処理を行った上でタンクに貯蔵。また汚染した地下水に
よる海洋汚染拡大を防ぐため、遮水壁の設置工事を行っている。
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▼汚染水漏れを点検する
タンクパトロール

▲タンクエリア
◀海側遮水壁

◀燃料取り出し用カバーが設置された
福島第一原子力発電所４号機

▲多核種除去設備（ALPS）
の建屋

▲漏れにくい溶接型タンク

▼海側の補助ボイラー建屋

◀高台から望む
福島第一原子力発電所1〜４号機

汚
染
水
対
策
と
燃
料
デ
ブ
リ
の
取
り
出
し

　

と
は
い
え
、
構
内
を
巡
っ
て
気
分
が
重
く
な
っ
た
の
は
、
林
立

す
る
タ
ン
ク
群
を
間
近
に
見
た
と
き
だ
。
山
側
か
ら
海
に
向
け
て

流
れ
る
地
下
水
は
一
日
約
八
〇
〇
ト
ン
、
う
ち
建
屋
内
の
地
下
階

に
約
四
〇
〇
ト
ン
が
入
り
、
放
射
性
物
質
を
含
ん
で
滞
留
し
て
い

る
。
汚
染
水
対
策
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

　

建
屋
内
に
滞
留
す
る
汚
染
水
は
セ
シ
ウ
ム
を
除
去
し
淡
水
化
処

理
を
施
し
て
、
原
子
炉
へ
の
注
水
冷
却
に
利
用
し
て
い
る
。
残
り

の
汚
染
水
は
一
旦
タ
ン
ク
に
貯
蔵
し
、
順
次
、
多
核
種
除
去
設
備

（
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
）
で
ト
リ
チ
ウ
ム
を
除
く
す
べ
て
の
放
射
性
物
質
を

除
去
、
処
理
済
水
と
し
て
タ
ン
ク
に
貯
蔵
す
る
。

　
「
汚
染
水
対
策
は
『
取
り
除
く
』『
近
づ
け
な
い
』『
漏
ら
さ
な
い
』

と
い
う
三
原
則
の
も
と
で
実
施
し
て
い
ま
す
」
と
小
野
所
長
。
つ

ま
り
多
核
種
除
去
設
備
な
ど
で
汚
染
源
を
取
り
除
き
、
建
屋
に
地

下
水
を
近
づ
け
な
い
よ
う
上
流
で
汲
み
上
げ
た
り
、
ル
ー
ト
を
変

え
る
（
地
下
水
バ
イ
パ
ス
）。
そ
し
て
漏
れ
に
く
い
溶
接
型
タ
ン

ク
へ
の
リ
プ
レ
イ
ス
の
加
速
や
、
海
へ
の
流
出
を
防
ぐ
遮
水
壁
設

置
等
を
進
め
て
い
る
。
タ
ン
ク
の
総
貯
蔵
容
量
は
約
四
五
万
ト
ン
、

既
に
四
二
万
ト
ン
が
埋
ま
っ
て
い
る
が
、
月
数
万
ト
ン
の
ペ
ー
ス

で
増
設
。
多
核
種
除
去
設
備
も
増
設
し
て
処
理
を
急
ぎ
た
い
考
え

だ
。
こ
の
た
め
人
員
的
に
も
、
福
島
第
二
や
柏
崎
刈
羽
、
工
務
・

土
木
等
オ
ー
ル
東
電
グ
ル
ー
プ
で
汚
染
水
・
タ
ン
ク
対
策
に
あ

た
っ
て
い
る
。

　

今
後
の
廃
炉
・
汚
染
水
対
策
に
は
国
が
積
極
的
に
関
与
す
る
と

安
倍
首
相
は
表
明
し
て
い
る
が
、何
が
変
わ
っ
た
の
か
。「
国
（
経

済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
）
が
工
程
管
理
に
関
わ
る
ほ
か
、

財
政
措
置
な
ど
も
進
め
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
、
う
ま
く
動
き

始
め
ま
し
た
。
汚
染
水
対
策
は
こ
の
二
、三
年
が
勝
負
で
す
」

　

一
方
、
廃
炉
は
ど
う
か
。
一
番
の
課
題
は
？ 

と
聞
く
と
小
野

所
長
は
、「
燃
料
デ
ブ
リ
の
取
り
出
し
で
す
。
作
業
を
開
始
す
る

ま
で
に
少
な
く
と
も
一
〇
年
は
必
要
で
す
」
と
即
座
に
答
え
た
。

　

廃
炉
工
程
で
は
、
プ
ー
ル
か
ら
の
燃
料
取
り
出
し
開
始
ま
で
を

「
第
一
期
」（
一
一
年
一
二
月
〜
一
三
年
一
一
月
一
八
日
）、
１
～

３
号
機
の
原
子
炉
内
で
溶
け
落
ち
た
燃
料
デ
ブ
リ
の
取
り
出
し
開

始
ま
で
を
「
第
二
期
」（
〜
二
一
年
一
二
月
）、「
第
三
期
」
で
１

〜
４
号
機
す
べ
て
の
廃
止
措
置
を
そ
の
後
三
〇
〜
四
〇
年
か
け
て

完
了
さ
せ
る
計
画
だ
。

福
島
第
二
、
明
暗
を
分
け
た
も
の

　

福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
（
楢
葉
町
、
富
岡
町
）
は
地
震
時
全

四
基
が
運
転
中
で
、
原
子
炉
は
自
動
停
止
し
た
が
、
津
波
に
よ
り

ポ
ン
プ
な
ど
の
設
備
が
損
傷
。
そ
れ
で
も
冷
温
停
止
を
達
成
し
た
。

　

福
島
第
一
と
明
暗
を
分
け
た
の
は
、
外
部
電
源
な
ど
が
使
用
可

能
で
、
注
水
を
続
け
て
い
る
間
に
海
水
ポ
ン
プ
等
の
復
旧
に
成
功
、

原
子
炉
を
冷
却
で
き
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
復
旧
機
材
を
緊
急

調
達
し
、
総
延
長
九
ｋｍ
の
仮
設
ケ
ー
ブ
ル
を
所
員
や
協
力
会
社
社

員
二
〇
〇
人
が
ほ
ぼ
一
日
で
敷
設
す
る
と
い
う
奮
闘
も
あ
っ
た
。

　

現
在
も
四
基
は
安
定
し
た
状
態
を
保
っ
て
い
る
。「
引
き
続
き

冷
温
停
止
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。
ま
た
人
の
技
量

循環注水冷却システムと汚染水処理

使用済燃料
プール

原子炉格納容器原子炉建屋

地下水

地下水の流入
約400t/日

約400t/日

約400t/日

原
子
炉
注
水

汚染水

タービン
建屋

原子炉圧力容器

注
水
ポ
ン
プ

汚染水
貯蔵タンク

注水タンク
淡水化
・逆浸透膜
・蒸発濃縮

一次保管施設
廃スラッジ
廃吸着剤等

処理済水
貯蔵タンク

多核種除去設備
（ALPS）

セシウムの
除去



39［やく］  2014 March40 ［やく］  2014 March

向
上
を
継
続
し
、
士
気
を
高
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

設し
た
ら
ち
か
し

楽
親
所
長
に
案
内
さ
れ
、
研
修
棟
へ
。「
五
人
の
運
転
員
に

よ
る
過
酷
事
故
を
想
定
し
た
訓
練
を
見
て
も
ら
い
ま
す
」

　

─
─
地
震
発
生
。
キ
ン
コ
ン
キ
ン
コ
ン
と
警
報
音
が
け
た
た
ま

し
く
鳴
り
響
く
。
外
部
電
源
が
な
く
な
り
、
非
常
用
の
デ
ィ
ー
ゼ

ル
発
電
機
も
津
波
に
襲
わ
れ
、
電
源
が
次
々
に
な
く
な
っ
て
い
く
。

真
っ
暗
に
な
る
制
御
室
内
。
運
転
員
が
懐
中
電
灯
を
取
り
出
し
、

パ
ラ
メ
ー
タ
を
凝
視
す
る
。「
過
酷
な
状
況
下
で
パ
ラ
メ
ー
タ
の

監
視
を
ど
う
す
る
か
が
重
要
で
す
。
所
員
が
初
動
対
応
で
き
る
よ

う
訓
練
を
重
ね
て
い
ま
す
」

原
子
炉
の
真
下
に
立
つ

　

福
島
第
二
で
は
放
射
線
管
理
区
域
内
に
も
入
っ
た
。
３
号
機
の

原
子
炉
格
納
容
器
内
。「
こ
こ
は
原
子
炉
の
真
下
で
す
」
と
設
楽

所
長
。
立
っ
て
い
ら
れ
る
高
さ
だ
が
、
閉
ざ
さ
れ
た
狭
い
空
間
。

線
量
計
は
毎
時
三
〇
〇
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
示
し
、
管
理
区

域
で
は
線
量
は
最
も
高
く
な
っ
た
。
こ
こ
に
二
時
間
い
た
場
合
、

胃
の
Ｘ
線
集
団
検
診
を
一
回
受
け
た
く
ら
い
の
線
量
（
六
〇
〇
マ

イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
）
に
な
る
そ
う
だ
。

　

設
楽
所
長
は
懐
中
電
灯
で
圧
力
容
器
の
底
を
照
ら
し
、「
筒
型

の
底
が
見
え
ま
す
か
？　

制
御
棒
駆
動
機
構
ハ
ウ
ジ
ン
グ
と
呼
ば

れ
る
も
の
で
、
制
御
棒
を
動
か
す
装
置
が
入
っ
て
い
ま
す
。
福
島

第
一
は
炉
心
下
の
こ
の
空
間
に
燃
料
デ
ブ
リ
が
落
ち
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
」

　

マ
ー
ク
Ⅰ
型
の
福
島
第
一
の
格
納
容
器
は
、
こ
こ
よ
り
も
さ
ら

に
狭
い
。
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
う
に
し
て
も
今
後
、
福
島
第
一
の
燃
料

デ
ブ
リ
の
取
り
出
し
が
い
か
に
大
変
か
、
が
想
像
さ
れ
た
。

福
島
復
興
を
加
速

　

福
島
復
興
を
加
速
さ
せ
る
た
め
、
東
京
電
力
は
一
三
年
一
月
福

島
復
興
本
社
を
設
立
し
た
。
石
崎
芳
行
代
表
は
一
〇
年
六
月
ま
で

福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
の
所
長
を
務
め
、
定
年
後
は
富
岡
町
に

暮
ら
し
た
い
と
願
い
、
震
災
翌
日
と
な
っ
た
一
一
年
三
月
一
二
日

は
富
岡
町
に
ア
パ
ー
ト
を
下
見
に
行
く
予
定
だ
っ
た
。
事
故
後
、

避
難
所
で
会
っ
た
顔
見
知
り
の
住
民
の
表
情
に
、
事
故
当
事
者
と

し
て
の
責
任
を
果
た
す
決
意
を
、
改
め
て
固
め
た
と
い
う
。

　
「
我
々
社
員
は
住
民
の
方
か
ら
罵
声
を
浴
び
精
神
的
に
参
っ
た

時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
延
べ
約
五
万
人
の
社
員
が
家
の
片
づ
け

等
を
手
伝
わ
せ
て
い
た
だ
き
、
住
民
の
方
と
も
少
し
ず
つ
交
流
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
」

　

一
三
年
一
二
月
、
政
府
は
新
た
な
追
加
賠
償
策
を
決
定
し
、
賠

償
費
用
は
五
兆
円
を
超
え
る
こ
と
が
ほ
ぼ
確
実
と
な
っ
た
。「
十

数
万
人
の
避
難
さ
れ
て
い
る
方
々
の
今
後
の
生
活
に
役
立
て
る
よ

う
な
賠
償
の
し
く
み
を
国
や
自
治
体
と
検
討
し
て
い
ま
す
」

　

東
京
電
力
の
「
新
・
総
合
特
別
事
業
計
画
」
で
は
、
社
内
分
社

化
し
、廃
炉
事
業
全
体
を
統
括
す
る
「
廃
炉
カ
ン
パ
ニ
ー
（
仮
称
）」

を
設
置
し
、
国
や
国
際
廃
炉
研
究
開
発
機
構
、
海
外
の
研
究
機
関

と
も
連
携
し
な
が
ら
研
究
開
発
を
行
っ
て
い
く
。

　
「
米
国
の
ハ
ン
フ
ォ
ー
ド
は
か
つ
て
核
兵
器
開
発
で
汚
染
さ
れ

た
街
で
し
た
が
、
廃
炉
技
術
を
研
究
し
な
が
ら
三
五
万
人
が
暮
ら

福島第二原子力発電所。福島第一（1F）の南・約12kmに位置し、110万
kWの炉が4基。1Fと異なり国産化率は約99％。11年3月11日は4基とも
運転中だったが、地震により自動停止。その後の津波で1号機原子炉建屋
等が浸水したものの、外部電源などが残って電源喪失を免れ、注水機能も維
持、冷温停止を達成した。その後、冷温停止の維持に必要な被水した機器の
取替などを着実に進め、2013年5月に全基復旧が完了した。

◀着替えをして
放射線管理区域に入る

▼震災直後に所員たちがほぼ1日で
敷設した仮設ケーブル

▲バスで構内視察の
現場に向かう

◀研修棟でサイトシミュレータを使って
電源喪失時の対応などの訓練を実施

◀設楽所長に訓練の意義を聞く

▲福島第二原子力発電所3号機のオペレーティングフロア
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松本真由美　まつもと　まゆみ
東京大学教養学部附属教養教育高度化機
構環境エネルギー科学特別部門客員准教授;
国際環境経済研究所（IEEI）理事
熊本県出身。上智大学外国語学部卒。大
学在学中にテレビ朝日のニュース番組のウェ
ザーキャスターになったのをきっかけに、NHK 
BS-1ワールドニュースなど報道番組のキャス
ター、レポーター、ディレクターとして取材活動
を行う。現在は東京大学での教育や研究活
動の傍ら、シンポジウム、講演、執筆など幅広
く活動。専門は環境/サイエンスコミュニケー
ション。環境・エネルギーの視点から持続可
能な社会のあり方を考察。
http://www5.ocn.ne.jp/~mmayumi/
http://yaplog.jp/m-mayu/

す
街
へ
と
再
生
し
ま
し
た
。
こ
の
街
を
モ
デ
ル
に
す
る
計
画
も
あ

り
ま
す
」

　

二
〇
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
意
識
し
ま
す
か
？

　
「
二
〇
年
に
全
日
本
の
選
手
が
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
で
合
宿
で
き
る

よ
う
元
通
り
に
し
て
福
島
県
に
お
返
し
す
る
つ
も
り
で
す
。
先
が

見
え
な
か
っ
た
な
か
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
に
は
、
と
我
々
も
目

標
が
見
え
、
元
気
が
出
て
い
ま
す
」

●

　
「
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
収
束
は
遅
々
と
し
て
進
ま

な
い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
し
て
い
る
が
、
現
場
で
は
実
に

さ
ま
ざ
ま
な
対
策
が
試
み
ら
れ
、
少
し
ず
つ
着
実
に
前
進
し
て
い

る
。
事
故
を
起
こ
し
た
発
電
所
の
廃
炉
は
よ
り
困
難
な
作
業
を
伴

い
、
何
十
年
も
の
長
い
時
間
が
か
か
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
現
場

で
の
苦
労
や
取
り
組
み
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
は
ず
だ
。

さ
ま
ざ
ま
な
難
関
の
課
題
に
真
摯
に
向
き
合
い
、
乗
り
越
え
よ
う

と
す
る
電
力
マ
ン
や
作
業
員
ら
が
い
る
こ
と
が
、
何
よ
り
の
希
望

だ
と
思
っ
て
い
る
。

▲Jヴィレッジと発電所を結ぶ専用
バスで東京電力広報部課長・石橋
すおみさんと

BWR（沸騰水型軽水炉）圧力容器底部。BWRは下から制御棒を挿入するため、
容器底部には制御棒駆動機構につながる管や容器内の水を抜くためのパイプが無数に下がっている。
福島第二原子力発電所にて 41

2013年1月東京電力は福島復興本社を設立。Jヴィレッジ内に拠点を
置くとともに、福島市や南相馬市など福島県内各地に事務所を設け、
約1750人が賠償・除染・復興推進に取り組んでいる。関東圏から1日
約280人の社員を福島に派遣させ、仮設住宅への訪問、墓地や神社
の草刈り・清掃、被災された方々の住宅の清掃など、復興のお手伝い
を行っている。復興本社代表の石崎さん（写真左）が話してくれた。

▲Jヴィレッジ内には社員・作業員への就労実態アンケートや応援メッセージなども貼られている ▲Jヴィレッジ内の売店（下）

福島復興本社の取り組み

賠償 ◦福島原子力補償相談室　約1万人体制
◦賠償金お支払い状況　33,007億円（2013.12月末）

除染 ◦要請への対応 延べ約29,890人（2013.1〜12）

復興 ◦延べ約4.8万人が活動（2013.1〜12）


